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おわりに

はじめに――本稿のねらい

中東産油国の石油埋蔵量評価に関して，埋

蔵量（確認可採埋蔵量，以下，特に別途記載し

ない限り本稿中では埋蔵量をこの意味で用いる）

が今後も着実に追加されるとの見方と，追加

される量は少ないとの見方の，楽観論と悲観

論の二つの考え方が出されており，世界を二

分する論争が現在進行中である。本稿では，

この埋蔵量に関する議論の内容を検討すると

ともに，中東諸国のうちでも，サウジアラビ

アなどの大規模石油生産国ではないオマーン

などの中堅規模以下の産油国においては，悲

観論が当てはまる可能性が出てきている点を，

オマーンの事例を紹介することで確認してみ

たい。

続いて，石油生産量と埋蔵量との関係につ

き検討を加える。１９００年代前半に欧米ロシア

などで発見された巨大油田は，長く生産を続

けてきたために生産量の減退期を迎えている

油田が多く存在している。中東においても例

外ではなく，イランなどの１９００年代前半に発

見された油田で長く生産を行ってきたところ

では生産量が減少し，油田のリハビリと称さ

れる老朽化した油田からの再生産により少し

でも残存する石油を生産しようとの試みが続

けられている。埋蔵量に関しては，大型油田

の発見が相次ぐことで各国の保有分が増大す

るが，その後，中小油田の発見が行われても，

埋蔵量の増大に与える効果は小さいことを見

る。

さらに，OPECと非 OPECの諸国を比べ

ると，生産量に対する埋蔵量の比率は OPEC

の方が明らかに大きい。しかしこれは，主と

して民間企業が生産を行う非 OPEC諸国で

は，過大な在庫となる石油埋蔵量を持たない

ように，OPEC諸国に比べると生産量に対す

る埋蔵量の比率が小さくなっているに過ぎな

い。したがって，将来の追加埋蔵量の多寡に

より生産量が決まってくる状況は，OPECお

よび非 OPECとも変わりはないことを確認
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する。しかも，石油価格が高めで推移すると，

非 OPEC諸国からの増産が進み OPECへの

石油生産増の要請は低下する。逆に，石油価

格が低めで推移すると，非 OPEC諸国から

の生産増が進まず，OPECは増産を要請され，

少なくなる石油輸出収入から生産設備の増強

を行わざるを得なくなる。石油価格が高めに

推移するかあるいは低めに推移するかが，

OPECに対しては低価格での需要増に伴う生

産能力増強への要請が生じ，一方，高価格で

は低生産がもたらされる以上，そもそも低価

格での増産，あるいは高価格での生産抑制に

耐えられるかという，低価格で生産できる石

油埋蔵量を豊富に持つかどうかに依存して，

中東産油国は今後生産国として勝ち残れる国

と，脱落していく国とが，遅かれ早かれ出現

せざるを得なくなるとの予測を提示する。

最後に，中東産油国において産油量の減少

がはっきりと現れる諸国が将来的に出現する

可能性が高まっていることは，石油依存の経

済構造を維持できなくなる中東産油国が現れ，

中東の産油国における経済的な二極分化が生

じるとの見通しを提示する。

Ⅰ 石油埋蔵量および生産量に関す
る楽観論と悲観論

世界の原油究極可採資源量に関する代表的

な研究としては，米国の地質調査所（USGS）

が２０００年に発表したものがあるほか，米国の

エネルギー省による２００２年の見直しの数値，

さらに埋蔵量評価の権威である，キャンベル

（Campbell）氏，マスターズ（Masters）氏に

よる評価が存在する。そのほか，日本の石油

鉱業連盟が実施してきている各国の評価数値

の再検討作業も行われている。

第１表に示すように，究極可採資源量（埋

蔵量）は，今まで生産された累計生産量と，

現在生産可能として見積もられている確認可

採埋蔵量に，未発見資源量，さらに，埋蔵量

成長と呼ばれる，今後の技術進歩などにより

見直しが行われることで回収が増大する部分

を見積もって加えることで算出されている（注１）。

累計生産量は第１表の注にあるように NGL

（Natural Gas Liquid）を含むか含まないかの

違いはあるが，いずれにしても，今までなさ

れた累計生産量に関してすら見積もり数値が

異なっているのが現状である。

第１表 世界の原油究極可採資源量に関する見解
（単位：１０億バレル）

評価者 究極可採資源量 累計生産量 確認可採埋蔵量 未発見資源量 埋蔵量成長

米国地質調査書（USGS２０００） ３，３４５．０ ７１７．０ ９５９．０ ９３９．０ ７３０．０
米国エネルギー省（２００３） １，２１２．９ ９３８．９ ７３０．１
Campbell［１９９６］ １，７５０．０ ７６１．０ ８００．０ １８９．０
Masters et al．［１９９４］ ２，４６４．７ ６９８．６ １，１９３．２ ５７２．９
石油鉱業連盟［２００２］ ３，００７．５ ８４９．５ ９０８．４ ７７８．８ ４７０．７

（注）Campbell［１９９６］およびMasters et al.［１９９４］は NGL（Natural Gas Liquid）を含まず。
（出所）米国エネルギー省（International Energy Outlook 2003）および石油鉱業連盟［２００２：６３］より作成。ただし，石油鉱

業連盟［２００２：６３］は正誤表による訂正後の数値より。
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大別すると，米国の地質調査所は楽観論で

あり，キャンベル氏が悲観論，マスターズ氏

が中間派であり，各シナリオの分析を行った

石油鉱業連盟の数値も中間派となっている。

特に，今後見つかるであろう資源量である未

発見資源量に関してキャンベル氏が極めて悲

観的で，１８９０億バレルと見積もっている点が

特徴的である。

では，今後の世界の石油生産量に関しては

どのように見積もられているのかを，代表的

な機関の数値により第２表で見る。

いずれの機関も，今後２０２５年に向けて石油

の需要量は増大し，その増大分を OPECに

多く依存するとの予測となっている。「旧ソ

連および東欧」地域の生産量は若干ずつ増大

することが予測されているが，「その他諸国」

の生産量は，増大するとの研究（IEO，GII，

PIRA）と，減少するとの研究（IEA），また

いったん減少した後，増大するとの研究（PEL

およびドイツ銀行）が存在しており，意見は

分かれている。

このように大方の機関が今後 OPECの生

産量が増大することを予測しているが，それ

では OPEC諸国はこうした生産増大の要請

に対して応えることができるのかが，本稿で

検討する課題である。

第２表において OPECの生産量予測を見

ると，２０１５年では，PIRAが最も小さく３７５０

万バレル／日，GIIが次に小さく３９３０万バレ

ル／日，その他は IEO２００３が４１４０万バレル

／日，ドイツ銀行が４１５０万バレル／日，PEL

が４４４０万バレル／日となっており，最大と最

小の予測の差は６９０万バレル／日となってい

る。

２０２０年になると IEAが最も大きくて５０２０

万バレル／日，次いで IEO２００３が４８２０万バ

レル／日，GIIが４７３０万バレル／日，ドイツ

銀行が４６９０万バレル／日となっている。２０１０

年から２０２０年までの１０年間で IEAは１４３０万

バレル／日の需要増が OPECに対して生じ

るとの予測となっており，生産量が最も大き

く伸びると見ていることになる。２００１年実績

と２０１０年の IEA予測を比べると，２００１年実

績の３０４０万バレル／日から２０１０年には３５９０万

バレル／日へと，５５０万バレル／日の増大が

予測されている。このように２０１０年までの１０

年間と，２０２０年までの次の１０年間とでは，

OPECに対する需要量が大きく伸びるとの予

測が出されている。この傾向は他の予測にお

いても同様であり，IEO２００３，GII，ドイツ

銀行はともに，２０１０年から２０２０年にかけての

OPECに対する需要増を予測している。

次に，第２表で予測を行うにあたって設定

された石油価格の見通しの数値を見る。

第３表は，第２表で見た各研究機関の予測

の前提となった原油価格の見積もりである。

価格予測に関しては，たいへん大きな差異が

あることがわかる。IEO２００３ケースのうち，

標準ケースでは，２００５年において２３．２７ドル

／バレルと高めに推移すると予測される価格

が，さらに僅かずつ実質価格が上昇していく

と見積もられている。GII，IEA，PIRAも

価格は徐々に上昇するとの前提を置いている。

一方，PELは実質価格は下落すると予測し

ている。また，ドイツ銀行では，２０１５年まで

上昇した後，２０２０年に向けては低下し，その

後２０２５年に向けては再度上昇するとの前提を

置いている。

次に検討しておくべきなのが，価格の推移

次第で OPECおよび非 OPECにおける生産
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量はどのように変化すると考えるべきかとい

う点である。第４表の米国エネルギー省（US

DOE）が予測した数値で見ると，価格が高い

場合には石油生産量（すなわち石油在庫の変

動調整分を除くとすれば需要量を意味する数値）

は最も少なくなっており，一方，低価格の場

合には需要が大きくなり，生産量も増大して

いる。標準ケースでは，高価格ケースと低価

格ケースとの中間に位置している。注目され

るのは，OPECと非 OPECとに分けて見た

場合である。OPECの生産量は，石油価格が

低い場合に生産量が多くなり，石油価格が高

第２表 世界の石油生産量の予測
（単位：１００万バレル／日）

OPEC 旧ソ連・東欧 その他諸国 合計

２００１年実績 ３０．４ ９．８ ３７．１ ７７．０

２００５年予測 IEO２００３ ３１．６ １０．０ ３９．１ ８０．７
GII ３０．６ ８．７ ４０．６ ８３．２
PEL ３０．４ １０．３ ３８．４ ８１．１
PIRA ２８．４ １０．５ ４３．５ ８２．４
ドイツ銀行 ３０．１ １１．４ ３７．７ ８０．８

２０１０年予測 IEO２００３ ３６．１ １１．９ ４１．３ ８９．３
GII ３４．７ １０．０ ４４．５ ８９．１
IEA ３５．９ １２．７ ３５．１ ８８．９
PEL ３５．６ １１．６ ３９．７ ８９．１
PIRA ３２．１ １３．３ ４６．１ ９１．５
ドイツ銀行 ３６．５ １４．１ ３６．４ ８９．１

２０１５年予測 IEO２００３ ４１．４ １３．６ ４３．４ ９８．４
GII ３９．３ １１．５ ４８．２ １０２．６
PEL ４４．４ １２．７ ３７．６ ９７．０
PIRA ３７．５ １５．３ ４６．７ ９９．５
ドイツ銀行 ４１．５ １６．３ ３８．１ ９８．３

２０２０年予測 IEO２００３ ４８．２ １４．８ ４４．８ １０７．８
GII ４７．３ １２．０ ４９．９ １１２．７
IEA ５０．２ １３．９ ３１．８ １０４．１
ドイツ銀行 ４６．９ １８．９ ４０．３ １０８．７

２０２５年予測 IEO２００３ ５５．６ １６．３ ４６．４ １１８．３
ドイツ銀行 ５４．３ ２１．９ ４２．０ １２１．１

（注） 合計の数値には，OPEC，旧ソ連・東欧，その他諸国に，製油所から得られるプロセスゲイン（精製による製品の体
積の３％から４％程度の増大分），および，非在来型石油生産量を含む場合があり，前３者の合計よりも増大している
場合がある。

（出所）IEO2003は，Energy Information Administration, DOE, US, International Energy Outlook 2003より標準ケースの数
値。

GIIは，Global Insight, Inc., Oil Market Outlook。
IEAは，International Energy Outlook 2002，Sept. 2002。
PELは，Petroleum Economics, Ltd., June 2002。
PIRAは，PIRA Energy Group, Oct. 2002。
ドイツ銀行は，Deutsch Bank, World Oil Supply and Demand Estimates, by Adam Sieminski。
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い場合には少なくなっている。その反対に，

非 OPECの生産量は低価格ケースでは最も

少なく，高価格ケースでは多くなっている。

OPECと非OPECの生産量は，現在は非OPEC

の方が多くなっているが，低価格ケースで

は，２０１５年から２０２０年の間に OPECの生産

量が非 OPECの生産量を超えると，この IEO

２００３の検討（米国エネルギー省による）では見

第３表 世界の石油価格の見通し（２００１年実質価格）
（単位：ドル／バレル）

２００５ ２０１０ ２０１５ ２０２０ ２０２５

IEO２００３
標準ケース ２３．２７ ２３．９９ ２４．７２ ２５．４８ ２６．５７
高価格ケース ２８．６５ ３２．５１ ３２．９５ ３３．０２ ３３．０５
低価格ケース ２２．０４ １９．０４ １９．０４ １９．０４ １９．０４

GII ２０．８０ ２１．７０ ２３．７６ ２５．３９

IEA ２１．４７ ２１．４７ ２３．５２ ２５．５６ ２７．６１

PEL ２１．２１ １８．４６ １７．４７

PIRA ２２．４３ ２３．３３ ２６．３２

ドイツ銀行 １９．０４ １８．９４ １９．３４ １９．０７ １９．１８

（注） IEO２００３は，米国輸入原油平均価格，GIIおよびドイツ銀行は製油所渡し価格，IEAは IEA

の原油輸入平均価格，PELはブレント原油価格，PIRAはWTI原油の Cushing渡し価格。
（出所） IEO２００３は，Energy Information Administration, DOE, US, International Energy Outlook

2003.

GIIは，Global Insight, Inc., Oil Market Outlook 2002.

IEAは，International Energy Outlook 2002, Sept. 2002.

PELは，Petroleum Economics, Ltd., June 2002.

PIRAは，PIRA Energy Group, Oct. 2002.

ドイツ銀行は，Deutsch Bank, World Oil Supply and Demand Estimates, by Adam Sieminski.

第４表 世界の石油生産量の見通し
（単位：１００万バレル／日）

２００５ ２０１０ ２０１５ ２０２０ ２０２５

標準ケース OPEC ３１．６ ３６．１ ４１．４ ４８．２ ５５．６
非 OPEC ４９．１ ５３．３ ５７．０ ５９．６ ６２．８

合計 ８０．７ ８９．４ ９８．４ １０７．８ １１８．４

高価格ケース OPEC ２９．３ ３０．９ ３４．３ ３９．５ ４５．２
非 OPEC ５０．２ ５５．１ ５９．６ ６３．２ ６７．８

合計 ７９．５ ８６．０ ９３．９ １０２．７ １１３．０

低価格ケース OPEC ３３．５ ４０．２ ４８．０ ５７．３ ６６．９
非 OPEC ４７．８ ５１．２ ５４．１ ５５．６ ５８．１

合計 ８１．３ ９１．４ １０２．１ １１２．９ １２５．０

（出所） IEO2003は，Energy Information Administration, DOE, US, International Energy Outlook 2003.
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積もっている。第３表で見たように，実質価

格が１９．０４ドル／バレルという２０ドルを割り

込んだ状態が続く中で，２００５年の３３５０万バレ

ル／日の生産量を，２０２５年には６６９０万バレル

／日まで倍増するよう，OPECが要請される

と予測されている。エネルギー供給の今後の

推移次第では，ガス供給が円滑に行われれば，

石油の実質価格が現状のまま維持されるシナ

リオは十分実現性があると考えられるだけに，

低価格の中での生産設備の倍増が要請された

場合に，OPECは応えられるのかという点は

検討すべき大きな課題である。

以上検討してきた石油生産量と価格の予測

に基づき，それでは OPECの収入としての

石油売上高はどのように推移すると考えられ

るかを検討する。第２表の生産量と第３表お

よび第４表の価格を掛け合わせることでOPEC

の売上高（国内消費分も国際価格で販売できた

とした場合の仮想値）を算出すると第５表を

作成することができる。価格が高い方が売上

高は大きめとなっている。ただし，価格の差

（IEO２００３の低価格ケースと高価格ケースの比較

では２０２５年で１対１．７）は大きく存在しても，

生産量は逆に石油価格が高いときには OPEC

分は少なくなると予測されており（IEO２００３

の低価格ケースと高価格ケースの例では２０２５年

で１対０．７），このため石油売上高の比率で見

ると，石油価格が高いか低いかによる差は縮

まっている（IEO２００３の低価格ケースと高価格

ケースの例では２０２５年で１対１．２）。

今後も OPECの生産量は OPECが存続す

る限り，生産枠による制約を受けると考えら

れ，最終的に世界の需給を合致させる限界的

な供給者としての役割を OPECは果たすこ

とになると考えられる以上，石油価格が高い

目で推移するか，低い目で推移するかにより

生じる影響は，生産高に対する効果（石油価

格が高く推移すると OPECに対する需要減，石

油価格が低く推移すると増産を強いられる）に

より薄められて，結局 OPECが得られる収

入としては極端に大きな差異を生じさせない

可能性が高い。

このように将来の石油生産を予測できる以

上，各国において問題となるのは，生産量を

第５表 OPEC諸国の石油売上高予測値
（単位：１０億ドル）

２００１年実績 ２００５ ２０１０ ２０１５ ２０２０ ２０２５

IEO２００３高価格ケース ２７５ ３０６ ３６７ ４１３ ４７６ ５４５
IEO２００３標準ケース ２７５ ２６８ ３１６ ３７４ ４４８ ５３９
IEO２００３低価格ケース ２７５ ２６９ ２７９ ３３４ ３９８ ４６５

GII ２７５ ２３２ ２７５ ３４１ ４３８

IEA ２７５ ２６０ ２８１ ３７０ ４６８

PEL ２７５ ２３５ ２４０ ２８３

PIRA ２７５ ２３３ ２７３ ３６０

ドイツ銀行 ２７５ ２０９ ２５２ ２９３ ３２６ ３８０

（注） 数値は，国内消費分も国際価格で販売できたとした場合の仮想値。
（出所） 第２，３，４表の数値を基にして筆者算出。
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維持して自国だけでも世界への石油供給者と

しての地位を確保できるかという点，つまり

確実に生産量を維持できるだけの埋蔵量を保

有しているか，今後増産を実施できる未発見

埋蔵量はどの程度あるかが産油国としての地

位を維持し続けるためには最も基本となる条

件となると考えられる。

Ⅱ 中東の石油埋蔵量

第１表で示した数値で確認できたように，

世界には原油の埋蔵量に関して楽観論と悲観

論が存在している。２００３年７月にイラン国営

石油会社 NIOCのバクティアリ（Bakhtiari）

氏は米国の石油情報誌 OGJ (Oil and Gas Jour-

nal)に，今後１０年以内に中東の石油生産はピ

ークを迎えるとの論文を載せた（OGJ, July 7,

2003, pp.20-28）。イラン国営石油会社の企画

部門に所属する技術者の論文であるだけにた

いへん注目されることになった。問題の核心

は，今後，新規発見できる埋蔵量はどの程度

かという点である。

第６表は，バクティアリ氏も同氏の OGJ

の論文中で引用している，悲観論を代表する

キャンベル氏の掲げる中東地域の石油埋蔵量

に関するデータである。第６表に示されるよ

うに既発見量に比べると未発見量は極めて少

ないと見積もられている。未発見量を既発見

量で除すると，イラクが漸く１１％と１割を超

えているに過ぎない。他の諸国は５％程度に

過ぎないことがわかる。このように，既に大

方の主要油田は発見されており，埋蔵量はこ

れら既発見の油田にそのほとんどが存在して

おり，今後小規模な油田が既発見の主要油田

の他に発見されてもその量は極めて限られる，

との予測が悲観論の論者からは出されている。

次に第７表は OECDの IEA（国際エネルギ

第６表 中東地域の石油埋蔵量
（単位：１０億バレル）

既発見 未発見 究極埋蔵量

バハレン １．４ ０．２ １．６
イラン １２３．０ ６．６ １２９．６
イラク １２１．０ １３．５ １３４．５
クウェイト ８６．０ ４．４ ９０．４
オマーン １３．０ １．６ １４．６
カタール １２．０ ０．８ １２．８
サウジアラビア ２８６．０ １４．３ ３００．３
UAE ９１．１ ３．８ ９４．９
イエメン ２．８ ０．７ ３．５
中立地帯 １５．０ ０．６ １５．６

中東合計 ７５７．６ ４７．２ ８０４．８
世界合計 １，７５７．０ １４４．０ １，９０１．０
中東比率（％） ４３．１ ３２．８ ４２．３

（注） 第６表の究極埋蔵量は，２００２年時点での今後生産できると見積も
られる可採埋蔵量を意味している。

（出所） Campbell［２００２］より作成。
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ー機関）が発表したデータである（OECD IEA

［2002］）。第６表と異なり，楽観論を代表す

る IEAでは，未発見量を多く見積もってい

る。例えばサウジアラビアに関してみると，

残存埋蔵量が２２１０億バレルであるが，未発見

量は１３６０億バレルに達している。合計した究

極埋蔵量は３５７０億バレルに達する。キャンベ

ル氏による第６表では未発見量が１４３億バレ

ルであり，まだ見つかっていない埋蔵量をど

う評価するかにより，世界の埋蔵量に関する

議論は二分されていることがわかる。

中東の合計の数値を見ると，主要６カ国で，

第７表では未発見量が２７３０億バレルであり，

第６表では４７２億バレルと大差が生じている。

世界合計で見ても，第７表では未発見量は９３９０

億バレルであるのに対して，第６表では１４４０

億バレルとなっている。

第７表で示されているように，IEAは中

東および世界的に見ても未発見量が多量に存

在すると考えていることがわかる。未発見量

が多いと考えると，生産のピークは未だ到来

しておらず，残存埋蔵量と，生産済み量とが

均衡するまでにはまだ時間を要するとの評価

が可能となる。

以上，２通りの埋蔵量に関する考え方が存

在することを見た。世界には，埋蔵量に関し

て，悲観論と楽観論があり，論争が続いてい

ることがわかる。ただし，そもそも，埋蔵量

に関しては，中東地域で既発見とされる埋蔵

量に，信憑性の点で問題があり，検討を行っ

ておく必要がある点を指摘しておかなくては

ならない。

１９８０年代半ばに OPECは，石油生産枠の

設定を，各国の埋蔵量に基本的に依存して決

定する制度を導入した。この OPECの決定

と前後して，OPEC各国は公式に発表してき

た自国の埋蔵量を，大幅に増大させることに

なる。第８表の太字で示すところが増大させ

た年である。１９８５年に増大させたクウェイト

は，４０％増であった。続いて，１９８８年に各国

は揃って埋蔵量を増大させる。この年，アブ

ダビとドバイがほぼ３倍増，イランとイラク

は２倍増であった。参考までに付け加えると，

南米のベネズエラも同じく１９８８年に埋蔵量を

第７表 中東地域の石油埋蔵量
（単位：１０億バレル）

残存埋蔵量 未発見 究極埋蔵量 生産済み

イラン ７６ ６７ １４３ ３４
イラク ７８ ５１ １２９ ２２
クウェイト ５５ ４ ５９ ２６
カタール １５ ５ ２０ ５
サウジアラビア ２２１ １３６ ３５７ ７３
UAE ５９ １０ ６９ １６
中立地帯 ８ ０ ８ ５

上記中東合計 ５１２ ２７３ ７８５ １８１
世界合計 ９５９ ９３９ １，８９８ ７１８
中東主要国比率（％） ５３．４ ２９．１ ４１．４ ２５．２

（注） 残存埋蔵量は，２００２年時点での残存可採埋蔵量を意味している。
（出所） OECD IEA, World Energy Outlook 2002より作成。
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２倍増させている。２年遅れてサウジアラビ

アは，１９９０年に５割増としている。これら中

東の主要石油生産国が，１９８３年から２０００年の

間に増大させた埋蔵量を合計すると２７００億バ

レルを超える膨大な量となる。一方，この同

じ時期における OPECの新規発見による埋

蔵量追加は，１００億バレルに過ぎなかったと

される（OGJ, July 14, 2003, p.22）。OPECが

埋蔵量を増やす根拠は，そのほとんどが既存

油田の評価替えである「埋蔵量成長」による

と考えるしかないことになる。当時，筆者も

中東諸国を訪問した際に，サウジアラビアを

はじめとした各国の技術者が，埋蔵量を推計

するコンピューターモデルにより埋蔵量の再

評価のための計算を各国政府の上層部からの

指令により集中的に行っているとの話を聞い

たことがある。確かに，数値の見直しにより，

埋蔵量が増えた部分はあるに違いない。ただ

し，これほどの埋蔵量の増え方は意図的にな

されたとしか考えられない出来事である。

石油鉱業連盟［２００２］では，この OPEC

の公称埋蔵量を埋蔵量成長を含む数値として

採用するとしている。この石油鉱業連盟の見

解は，今後，OPEC各国において探査がさら

に進められ，新規に油田が見つかった場合の

み，埋蔵量が増大すると見なすべきことを意

第８表 中東諸国発表の石油埋蔵量の推移
（単位：１０億バレル）

アブダビ ドバイ イラン イラク クウェイト 中立地帯 サウジ ベネズエラ

１９８０ ２８．０ １．４ ５８．０ ３１．０ ６５．４ ６．１ １６３．３ １７．９
１９８１ ２９．０ １．４ ５７．５ ３０．０ ６５．９ ６．０ １６５．０ １８．０
１９８２ ３０．６ １．３ ５７．０ ２９．７ ６４．５ ５．９ １６４．６ ２０．３
１９８３ ３０．５ １．４ ５５．３ ４１．０ ６４．２ ５．７ １６２．４ ２１．５
１９８４ ３０．４ １．４ ５１．０ ４３．０ ６３．９ ５．６ １６６．０ ２４．９
１９８５ ３０．５ １．４ ４８．５ ４４．５ ９０．０ ５．４ １６９．０ ２５．９
１９８６ ３１．０ １．４ ４７．９ ４４．１ ８９．８ ５．４ １６８．８ ２５．６
１９８７ ３１．０ １．４ ４８．８ ４７．１ ９１．９ ５．３ １６６．６ ２５．０
１９８８ ９２．２ ４．０ ９３．０ １００．０ ９１．９ ５．２ １６７．０ ５６．３
１９８９ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９１．９ ５．２ １６７．０ ５８．０
１９９０ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．５ ５．０ ２５７．５ ５９．０
１９９１ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．５ ５．０ ２５７．５ ５９．０
１９９２ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．０ ５．０ ２５７．５ ６３．０
１９９３ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ６３．０
１９９４ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ６４．５
１９９５ ９２．２ ４．０ ９２．９ １００．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ６４．５
１９９６ ９２．２ ４．０ ９２．９ １１２．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ６４．５
１９９７ ９２．２ ４．０ ９２．９ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ７２．０
１９９８ ９２．２ ４．０ ９０．０ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２５８．７ ７３．０
１９９９ ９２．２ ４．０ ９０．０ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２６１．０ ７３．０
２０００ ９２．２ ４．０ ９０．０ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２５９．０ ７８．０
２００１ ９２．２ ４．０ ９０．０ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２５９．０ ７８．０
２００２ ９２．２ ４．０ ９０．０ １１３．０ ９４．０ ５．０ ２５９．０ ７８．０

（注） 太字は埋蔵量を大幅に増加させた年。ベネズエラは参考までに付け加えてある。
（出所） OGJ，年末号（各年）より作成。
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超巨大油田発見量（左軸）�

埋蔵量累計（右軸）�

（10億バレル）� （10億バレル）�

味しており，既存油田の確認埋蔵量が技術進

歩により増大するであろう部分は，すでに

OPEC各国が公表している埋蔵量の数値には

含まれていると見るべきであるとの考え方を

示している。

第１図は，中東諸国における超巨大油田

（１０億バレル以上）の発見量（図中左軸）とそ

の発見年を示している。また図の右軸では，

超巨大油田の発見量の累計を示しており，超

巨大油田の発見は１９３０年より前からあり，そ

の後，１９３０年代から４０年代にかけて多くの発

見が行われている。その後も１９５０年代，６０年

代とその前の時期ほどの発見量ではないもの

の，発見が続いている。ただし，累計量を見

ると明らかなように，中東での発見も成熟と

呼べる段階に１９７０年代末から達しており，今

後は一気に埋蔵量を増やすことができる超巨

大油田の発見は難しくなってきていることが

わかる。

次節では，石油生産量の減退傾向が数字と

して現れてきているのではないかと言われる

オマーンの状況を検討する。また，中東諸国

における油田発見と生産の歴史，および埋蔵

量の新規発見の可能性について検討する。

第１図 中東諸国における超巨大油田（１０億バレル以上）の発見量および埋蔵量累計

（出所） Campbell［１９８８：２０２］より作成。
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Ⅲ 中東諸国の石油生産状況

１．オマーンの石油生産

現在，オマーンにおいて，同国政府の増産

を進めようとの計画に反して石油生産量の減

少が避けられない状況が生じている。従来，

オマーンは，OPECに加わらなかったために

生産枠外での増産を続けることができ，極め

て順調に生産量を増大させてきた。従来は各

油田とも原則として生産設備能力に見合った

フル生産を続けてきた（注２）。

生産量は１００万バレル／日を目指す勢いで，

１９９０年代後半まで伸びてきた。１９９８年が８９万

６０００バレル／日の生産であり，９９年がピーク

生産量となる９０万３０００バレル／日となった。

しかしその後，減少傾向が顕著となり，２０００

年が８９万９０００バレル／日，２００１年が８７万２０００

バレル／日，２００２年が８２万４０００バレル／日と

生産量にはっきりと減少傾向が出てきている。

２００３年においてオマーン政府は，８４万バレ

ル／日の生産を実施するとの計画を立ててい

る。ただし，この生産量が，２年以内に７０万

バレル／日に低下せざるを得ないとの予測が

出されている（OGJ, July 14, 2003, p.21）。し

かも，残存埋蔵量の点からも，オマーンには

多くを望めないとする報告が出されている。

資源量調査の世界的権威であるキャンベル氏

による推定では，オマーンの未発見資源量は

１６億バレルにすぎないとされる（第６表参照）。

ということはオマーンの石油生産は，生産プ

ログラムの最適化，水平掘りの多用，二次，

三次回収の実施などによっても，今後の増産

は一時的な効果に止まり生産量を反転上昇さ

せることは難しいとの見方が成り立つ。

オマーン以外の中東諸国においてはどのよ

うな状況にあるか，中東諸国全体としての石

油生産の歴史を次に概観する。

２．中東諸国の油田発見

中東での石油生産の歴史は古く，イランで

最初に可採埋蔵量１０億バレルを超える巨大油

田（Masijid-I-Suleiman油田）が発見された

のは１９０８年である。そのほかの中東諸国でも

次々と１０億バレルを超える巨大油田が発見さ

れていき，イラクでは１９２７年（Kirkuk油田），

クウェイトでは１９３８年（Burgan油田），サウ

ジアラビアでは１９３８年（Dammam油田），ア

ブダビでは１９５４年（Murban Bab油田）に発

見されている。石油生産が長く続いてきたた

めに，イランをはじめとして，中東諸国にお

いても主要油田の生産量減退がすでに始まっ

ている場合も多い。また，油田の自噴だけに

頼ることができず，増進回収法（Enhanced

Oil Recovery : EOR）の手法を用いる必要が生

じているケースも増えてきている。各国の石

油生産量は，個々の油田の生産量の合計であ

り，個々の油田の生産量は，油田の埋蔵量に

依存している。生産年数を積み重ねることで，

次第に石油生産量は減少に向かうことから，

毎年の生産分を補填するだけの埋蔵量が発見

されているかに依存して，各国の石油生産の

将来の可能性が決定されてしまう。

しかも，世界の石油埋蔵量は巨大油田の発

見に依存して増大してきた（注３）。世界で１９７０

年までに発見された５億バレル以上の究極可

採埋蔵量を持つ１８７の油田の埋蔵量の合計は

８２００億バレルであり，総発見埋蔵量の７５％を
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占め，上位２０油田のみで４５％を占めた（猪間

［1985 : 158-159］）。このように従来から大型油

田の発見が，世界の石油埋蔵量の増加分の大

半を担うという状況があったことがわかる。

世界の石油消費量７５７５万バレル／日（BP統

計，２００２年より）は年間に直すと２７６億バレル

であり，巨大油田の発見の可能性が低下して

おり，１億バレルを超える発見が極めてまれ

になっている現状では，数百カ所ではなく，

数千カ所の単位で中小規模油田の発見が毎年

続かないと生産され消費された分の石油埋蔵

量の補填ができないことがわかる。

今後は新規の大型油田の発見による各国の

石油可採埋蔵量の大幅な追加は，膨大な埋蔵

量を誇る中東産油国においても難しくなって

いる。例えば，サウジアラビアのガワール油

田，あるいは，クウェイトのブルガン油田と

同じだけの広がりを持つ油田が発見される可

能性は，石油探査が進められてきたことで，

サウジアラビアおよびクウェイトのほか，世

界のどこを見ても存在していない。ガワール

油田は，南北の長さ２００キロメートル，東西

の幅２０キロメートル，面積４６００平方キロメー

トルの広がりを持ち，こうした広がりを持つ

エリアに油田が存在するのであれば，サウジ

アラビアにおいて未発見ということは探査の

進捗度から考えて有り得なくなっている。た

だし，今後ある程度の規模の油田（数十億か

ら１００億バレル超）が複数見つかる可能性が

あると考えられている地域が存在しており，

その例外として第１に挙げることができるの

がイラク西部の砂漠地帯の未探鉱鉱区である。

この地域は，１９８０年代のイランとの戦争，１９９０

年および９１年の湾岸戦争，その後のイラクに

対する経済制裁の実施により，石油探査が行

われてこなかったために，新規の石油資源の

発見の可能性が高い。２００３年現在，イラク情

勢の安定化が待たれている状況にあり，イラ

ク政府の樹立と秩序の回復があれば，その後，

鉱区の入札と探査の実施により，未発見資源

量が実際にどのくらい存在するかが数年を経

て次第に明らかになっていくと予測できる。

ただし，長年生産を続けることでいずれの

油田も生産量のピークを超えるとともに，生

産は減退に向かう。２００２年現在，６８５６億バレ

ルという世界の石油埋蔵量の６５．４％（BP統

計，２００３年）を占める中東においても，個々

の油田を見ていくと，長年生産を続けたため

に減退が始まっている油田も少なからず生じ

ている。

次節では，より一般的に，世界における油

田の生産とその減退に関する研究動向，さら

に個々の油田の集合体としての埋蔵量の推移

と国として保有する資源量の動向につき検討

する。

Ⅳ 石油埋蔵量と石油生産量

１．生産の継続と生産量維持の可能性

世界の石油生産の歴史は古く，したがって

長期にわたり生産を続けてきた油田が老朽化

し，枯渇してくる際に生産量はどのような減

退の過程を辿るかに関して，多くの議論が行

われてきている（注４）。油田は各々構造上の特

徴があり，そのため，開発後，長年にわたり

石油生産が行われることでピーク生産の時期

を過ぎて枯渇が始まった際に，どのような減

退傾向を辿ることになるかは重要な課題であ

中東産油国の石油埋蔵量評価と生産増大への課題

現代の中東 №36 2004 年 13



る。

さらに，個々の油田からの石油生産の合計

である各国の石油生産が，どのような傾向を

辿るかも大きな問題である。特に，自国経済

が石油輸出に大きく依存している中東諸国に

おいては，生産量がいつピークを打つか，そ

して減退に向かうとき，減退の動向はどのよ

うであるかが注目される。今までは中東諸国

においては，新たな発見が続くことで埋蔵量

が毎年増え続けてきたが，今後，埋蔵量の追

加がどこまで出来るかがまず課題となる。そ

れと同時に，世界的に見ても，現在，大規模

な油田からの生産に依存している傾向が顕著

である中東の主要産油国では，大規模油田か

らの生産をいかに維持するかが大きな課題で

ある。こうした，国の経済を支える役割を果

たしている大型油田が，いったん生産量のピ

ークの時期を過ぎた後には，各国の生産量は

減退に向かわざるを得ない。OPEC加盟国に

おいては，生産枠が存在しており，生産量の

コントロールが行われてきているが，現在イ

ンドネシアで生じているように，OPECの生

産枠を満たす生産が難しくなってくるという

状況が，生産量のピークを過ぎた際には予測

できる。増産したくても増産できないという

状況に，中東の産油国もいずれはたどり着く

ことが予測される。先に記したように，すで

にオマーンでは，政府が計画する生産量に達

しないという埋蔵量からの制約を受けるジレ

ンマに陥りつつある可能性が高い。減退が始

まってしまっている中で，目前の生産量を引

き上げようとすると，増進回収法（EOR）を

実施しなくてはならず，生産コストはオマー

ンでの例のように１バレル当たり７～８ドル

に跳ね上がる（MEED, Nov. 7-13, 2003, p.14）。

生産コストの増大部分を補うためには，生産

を担う事業体（オマーンであれば国営石油会社

の PDO）はその他の経費の大幅削減計画（５

年間で２０億ドル）を実施せざるを得なくなる

（MEED, 同上）。つまり，EORの実施は，一

時的に生産量を維持することを可能としても，

根本的な解決策としての埋蔵量の増大に結び

つくのではなく，石油生産を担う事業体の新

規探鉱投資による生産増の可能性をなくして

しまい，EORを実施する油田からの生産に

のみ集中的に依存する縮小均衡をもたらして

しまうことがわかる。

２．油田生産量の減退

個々の油田の生産量の減退の傾向を知って

おくことは重要である。生産量がピークを打

つ，つまり埋蔵量の減少が始まった場合に，

その減り方は，埋蔵量が増えたときを逆に辿

るように減少するのか，それとも減り方は，

「増え方」と比べると差異があるのかが議論

されてきた。

世界の超大型油田（可採埋蔵量１０億バレル

以上）の発見年に関して，まず検討する。世

界を地域別に見ると，超大型油田は，南米が

最も古くて１８６８年にペルーの Brea油田が発

見されている。次いで，中央アジアで１８７０年

にアゼルバイジャンの Surakhanoskoye油田

が発見され，３番目は北米ペンシルベニア州

の Bradford油田となっている。さらに，１９０８

年に中東のイランでMasijid-I-Suleiman油田

の発見があり，その後，東南アジアでは１９２９

年が最初（ブルネイの Seria油田）となってい

る。中国では，１９３８年に甘粛省（Gansu）で

大型油田が発見されている。北アフリカでは，
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第二次世界大戦後の１９５６年にアルジェリアで

Hassi Messaoud油田が発見された。北海で

はさらに遅く，１９６９年にノルウェーで Ekofisk

油田が発見された（Deffeyes［2001 : 124］）。

米国は，１９７０年代初めまでは世界最大の石

油生産量を維持し，大型油田を持つ世界をリ

ードする産油国であった。現在，ロシアおよ

びサウジアラビアが果たしているような，世

界をリードする石油生産の役割を果たしてい

た。１９７０年代をピークとして，米国の石油生

産量は減少に向かっており，また，大型油田

の発見もほとんど見られなくなってきたため

に，埋蔵量も補填できていない。こうして，

生産可能年数は年々少なくなる傾向にあり，

平均した油田の規模，１油井当たりの生産量

も少なくなってしまっている。

小規模な油田においては，生産開始時の生

産量が最も多く，その後は毎年減少していく。

米国の例では，油田１本当たりの生産量は，

アラスカで１４００バレル／日と大きいものの，

その他の４８州では，オクラホマ州で３バレル

／日，テキサスで１０バレル／日，カリフォル

ニアで２１バレル／日，というように少ない。

メキシコ湾の沖合では１８９バレル／日と少し

多くなる。それでも，全米平均の１油井当た

りの生産量は１２バレル／日に止まる（Johnston

［1992 : 280］）。

第９表で示すように，北米での石油生産井

の数は，２００１年現在で５７万本を超えており，

天然ガスの生産時に同時に生産される NGL

（天然ガス液）も含めると，８００万バレル／日

を超える生産量を２００３年現在でも維持してい

る。一方，サウジアラビアの石油生産井は１５６０

本に止まっており，米国とは全く異なり，井

第９表 石油生産量と油田数

石油生産量
（１，０００バレル／日）

生産井数（本） １生産油当たり生産
量（バレル／日）

バハレン １７４ ４９６ ３５１
イラン ３，４５０ １，１２０ ３，０８０
イラク ２，０３０ １，６８５ １，２０５
クウェイト １，６００ ７９０ ２，０２５
オマーン ８９５ ２，２９８ ３８９
カタール ６４０ ４１７ １，５３５
サウジアラビア ７，３８０ １，５６０ ４，７３１
UAE １，９８５ １，４５６ １，３６３
イエメン ３５０ ３０２ １，１５９
中立地帯 ５３５ ５７８ ９２６

中東 １９，５２９ １０，８４５ １，８０１

北米 ７，９６５ ５７５，１３１ １４
欧州 ６，２７３ ２，２５４ ２，７８３
アジア太平洋 ７，３７７ ８８，７８０ ８３

世界合計 ６６，０４３ ８２７，４６９ ８０

（注） 石油生産量は２００２年，生産井数は２００１年末。
（出所） 生産量と生産井数は，International Petroleum Encyclopedia, 2003より。１生産井当たり

の生産量は筆者算出。

中東産油国の石油埋蔵量評価と生産増大への課題

現代の中東 №36 2004 年 15



戸１本当たりの生産量が多くなっている。

２００２年の生産量で中東地域の１油井当たり

の生産量を算出してみると，サウジアラビア

が１生産井当たり４７３１バレル／日で最も多く，

次いで，イランが３０８０バレル／日，クウェイ

トが２０２５バレル／日，その他，カタール，

UAE，イエメン，イラクが１生産井当たり

１０００バレル／日を超えている。一方，中東に

あってもオマーンとバハレンは，１油井当た

りの生産量が３００バレル／日台と少ない。

生産井１本当たりの生産量が多い方が，生

産効率が良いが，ただし，生産開始時に実施

されるフローテストにおいて生産量が多いか

らといって，その後も長期にわたって初期の

生産量を維持できるとは限らない。東南アジ

ア諸国においても初期生産量は２０００バレル／

日から８０００バレル／日程度を示すことが多い

ことが知られている（Johnston［2003 : 79］）。

ただし，中東地域と異なり，東南アジアでは

地層中に多くの断層が入り込んでいることが

多く，油田が中東と異なり小規模なものの集

合体となっている場合が多い。このため，ピ

ーク時の生産量を持続させることが困難な場

合が多くなっている。

３．油田の発見と生産量の推移

次に確認しておくべきなのは，どのような

規模の油田が存在し得るのか，油田の規模に

関する問題である。油層の精査が進んだ米国

４８州では，大規模な油田の発見は，もはや期

待できなくなっているが，米国以外の世界各

地にはまだ未発見の大規模油田が存在し，石

油生産量の増大が期待できるのではないかと

の議論が行われてきた。

古くは，１９４９年に出版されたジップ氏の本

（Zipf［1949］）において，油田の大きさは，

当時のベルギーの主要都市の人口比に倣って，

都市の規模の順と同じく，第１位，第２位，

第３位と順位が一定の規模を辿る，との説が

唱えられた。ブラッセルの人口を１とすると，

第２位のアントワープがブラッセルの２分の

１，第３位のゲント（Ghent）がブラッセルの

３分の１，第４位のシャルロワ（Charleroi）が

ブラッセルの４分の１となることからの類推

であった。

埋蔵量が世界最大のガワール油田（サウジ

アラビア）を１とし，第２位のクウェイトの

ブルガン油田，第３位のロシアのウレンゴイ

油田，第４位のサウジのサファニア油田，第

５位のベネズエラのボリバール油田，第６位

の米国アラスカのプルドーベイ油田と並べて

試算が行われた。「１」対「２分の１」対「３

分の１」，等々と油田の規模別に並べて，数

値の当てはまりの良さから考えると，ガワー

ル油田よりも大きい未発見の第１位と，第２

位の巨大油田が存在するはずだ，との意見も

出され，油田の開発熱を煽る新説となった

（Deffeyes［2001 : 119］）。

ただし，ジップ氏が述べるほど，油田規模

の説明が簡易にできるはずはなかった。石油

の埋蔵量の決定は，ケロジェンと呼ばれる石

油の元となる堆積物（根源岩）が存在すると

ともに，ケロジェンを溜め込み熟成させ，貯

蔵する貯留岩，さらに集積させ石油の散逸を

防ぐキャップロックと呼ばれる帽岩，あるい

は石油を貯める断層など，様々な要素が揃う

ことが必要で，こうした条件が満たされて初

めてまとまった量の石油生産が可能となる。

しかも，地下の地質状況次第で，本来石油が
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存在する可能性が高いはずのところでも，実

際に掘ってみるまでは，本当にまとまった量

の石油が発見できるかは分からないことが多

い。しかも本来石油が存在するはずのところ

でも，地下で石油の熟成が進みすぎるとガス

になってしまう場合も多くある。このような

複雑な要素により左右されて石油が生成され

るため，上記のジップ氏が行った推論が，世

界の石油埋蔵量に関して，十分な説明となる

ことはできなかった。

確かに現在では，北米をはじめとして，石

油探査が進んだことで，既存油田，ガス田の

近傍に井戸を掘る場合には，かなり成功の確

率が上がってきていることも確かである。

技術の進歩とその効果に関して確認してお

くと，１９８０年代半ばまでは，商業的規模の油

田・ガス田を１カ所発見するのに，約５０本の

坑井掘削が必要と言われた。現在では，試掘

成功率は飛躍的に上昇し，生産に至るまでの

試掘井数の大幅な削減が可能となった。カナ

ダでの例では，試掘数に占める空井戸の比率

が１９９４年に２１．３％であったものが，２００３年に

は８．５％まで低下している（OGJ, Sept. 22, 2003,

p.64）。特に，掘削井数が多く資源に関する

精査が進んでいる米国内では，試掘の成功率

は３０～４０％程度にまで上昇している。開発井

に関しては，ほぼ間違いなく成功すると言わ

れるまでになっている。

油田からの生産可能量の増大に成功した例

も出てきている。増進回収法（EOR）として

の二次・三次回収の技術が進歩し，従来，自

噴井により回収できる油田の埋蔵量は２０～３０％

止まりである場合が一般には多いが，二次・

三次回収技術の進歩により二次回収で３０～４０％

まで，三次回収では４０～６０％までの回収が達

成できた例も徐々にではあるが出現している。

したがって，イランのように生産量のピーク

を過ぎた枯渇油田を多く持つ国でも，欧米の

最新の技術を導入することで，再度油田の生

産を一定期間はある程度回復させられる可能

性が生じている。ただし，大型油田の生産量

の増大のためには，地層への圧入のため，多

量のガスを入手する必要があり，ガスを送付

するガスパイプラインおよび圧入のための設

備は巨大なものとならざるを得ず，コストも

膨大となる。イランでの生産量が減退し，老

朽化した油田の再生のプロジェクトは，多大

のコストを要するためにゆっくりとしか進ん

でいない。

４．油田からの石油生産量の推移

問題は，今後も１０億バレルを超えるような

超巨大油田，あるいはそれに次ぐ規模の巨大

油田が発見されるかという点にある。現在で

は，世界の大方の堆積盆地ではかなりの程度

探査が進んでおり，イラクの西部砂漠地帯の

ように一部残された土地もあるが，それでも

超巨大油田を生むような場所に関しては，炭

化水素の存在する可能性につき，最大値およ

び最小値の予測がほぼ出揃っている。先にも

述べたように，今後，例えばサウジアラビア

の埋蔵量を超えるような，大規模な石油資源

量がまとまって発見される可能性はなくなっ

ている。

超巨大油田が今後は見つからないとする

と，３０年あるいは５０年にもわたって生産を続

ける規模の油田を発見することは難しいこと

を意味している。中小規模の油田は，１５年あ

るいは２０年程度で生産し尽くすことを目指す

中東産油国の石油埋蔵量評価と生産増大への課題
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計画が作成される場合が多い。油田からの石

油生産がほぼ終了すると，次には，ガス田と

して設備を整え，石油に随伴して存在するガ

スの生産を目指す場合も多くなる。

英国政府は北海油田からの生産量に関して，

報告書（Brown Book）を発行して詳細なデー

タを公開している。その資料に基づいて以下

の第２図および第３図を示す。

第２図および第３図は，英領北海のマーチ

ソン油田の生産量推移と，累計生産量の推移

を，それぞれ示している。

マーチソン油田は１９７５年に発見され，５年

の準備期間を経て８０年から生産が開始された。

４０００万バレル（＝日量１１万バレル）のピーク

生産量に達した後，３年間はピーク生産量を

維持した。その後，生産量は減退に向かい，

第２図 英領北海のマーチソン油田の石油生産量の推移

（出所） 英国政府 Brown Bookより作成。

第３図 英領北海のマーチソン油田の石油累計生産量

（出所）英国政府 Brown Bookより作成。
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生産量の累計を示す第３図で示すように，生

産量の伸びは年々極めて小さくなり，２００１年

で３億５０００万バレルの回収が実施され，２００１

年における生産量は２１６万バレル（＝日量５９１８

万バレル）に止まった。

第２図からわかるように，当初の数年はフ

ル生産に入るまでの準備期間であり，その後

フル生産を数年続けた後は，減退期に入り，

ほぼ毎年生産量が低下するという減産傾向が

生じている。マーチソン油田の生産例で示す

ように，個々の油田の生産量はピーク量を維

持できる期間は数年に過ぎず，ピーク生産を

カバーできる規模で設計・設置されたパイプ

ライン，セパレーターなどの生産設備は，フ

ル稼働するのは数年間に過ぎない。ただし，

普通は過大となった設備は，他の油田での生

産向けなどに使いまわしされることが多くな

っており，設備が無駄とならない工夫が凝ら

されている。北海のように近隣の既存パイプ

ラインを利用して生産を行うことができる可

能性が高い場合には，その可能性に合わせて

生産を行う方が経済的には有利となる場合も

多い。したがって，個々の油田の生産計画は，

必ずしも単一油田からのフル生産ばかりを目

指すものではない場合があり得る。

２０年間で３億５０００万バレルの生産を行った

マーチソン油田は十分に巨大な油田であり，

中東諸国の油田における生産の推移を見る場

合にも，参考となる指標となる（注５）。

５．油田からの石油生産の傾向

個々の油田の生産量カーブを重ね合わせて，

それぞれの国の生産量曲線を描くと，その場

合には，国全体としての埋蔵量をどのように

生産していくかの問題として，国全体の生産

量カーブを描くことができる。毎年生産を行

うことで資源は枯渇に向かうが，ただし，未

発見の資源量が毎年少しずつ発見され，埋蔵

量が足されることで，枯渇分は若干補われる。

したがって，国の埋蔵量の推移を考える場

合に，最も重要なのが生産量のピークはいつ

到来するかという点である。ピークが到来し

た後は，生産量は減退に向かうことになるが，

その減退の推移はいかなる経過を辿るかも大

きな問題となる。

各国の石油生産量の推移と将来予測を示す

ために，いかなる曲線の形状を描けるか，が

課題となる。上に凸な山型（別名ベル型，あ

るいは釣鐘型）の曲線により，生産量が当初

増大し，その後ピークに達した後，減退に向

かう状況を描くことができる。実際のデータ

と突き合わせながら，いくつもの曲線の当て

はまりが試された。そうした曲線には，ガウ

ス（Gaussian）曲線，ロジスティック（Logis-

tic）曲線，ローレンツ（Lorentz）曲線など

があり，その後，ヒューバート（Hubbert）

曲線が当てはまるか，という議論が盛んに行

われることになった。

第４図は米国の石油生産量の推移を BP統

計（２００３年）のデータから作成した図である。

米国の生産量のピークは１９７０年の１１２９万７０００

バレル／日であった。

毎年生産量が減少する傾向が顕著となった

１９８５年以降の生産量を yと置き，直線近似し

てみると，以下の算式を得ることができる。

R２は決定係数である。

y＝－１６４．２x＋１０２９５

R２＝０．９３４４

一次式の当てはまりが良いことから，１９８５

中東産油国の石油埋蔵量評価と生産増大への課題
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年以降，毎年，年間１６万バレル／日程度，米

国における石油生産量が減少してきたことが

わかる。２０年間で３２０万バレル／日の減少で

ある。

１９７０年代から以降は OPECが最も活躍し

た時期であり，石油価格が高値で推移し，そ

のために米国では石油開発の意欲が高まり，

生産量が維持されたと考えられる。１９８５年は，

オイルショック後の石油価格高騰の反動とし

て，価格暴落が生じた年であり，その後，米

国の石油生産量は回復することなく減少を続

けている。このようにベル型の重なり合った

形態（multi-bell shaped）が，経済的な影響あ

るいは，国によっては生産制限などの影響で

出現することが知られるようになってきてい

る（Laherrere［2002 : 2］）。

次に，英国とノルウェーの石油生産の推移

を BP統計のデータから作成する。第５図に

示すように，英国は１９８５年に一度ピークを迎

えており，その後はベル型を描くかのように

生産量が減少した。ただし，英国は米国と同

じく，再度，一時的には生産量を上昇させる

ことに成功している。これは，石油価格の上

昇が貢献するとともに，英国の税制上の優遇

策（生産ロイヤリティの賦課を撤廃）と，積極

的な鉱区開放策の導入が功を奏したためと考

えられる。それでも１９９９年以降生産量が減少

に向かっているが，この長期的に見た減少傾

向を今後盛り返すことは，埋蔵量および今後

の新規発見可能性から見て，いよいよ難しい

段階に至っていると考えられている。

一方，ノルウェーは鉱区の開放をゆっくり

としか認めず，また政府参加は３０％とし，し

かも税率は７０％を標準課税とするというよう

に，政府取り分の多い石油開発制度を導入し

てきている。ノルウェーは，第５図で見るよ

うに，当面はベル型の左側の形状を示してい

る。制約が多い石油開発条件が設定されてい

第４図 米国の石油生産量推移

（出所） BP統計より作成。
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るために，生産量の増え方は，英国と比べる

とゆっくりとしている。

このように欧米諸国の石油生産の動向は，

米国が生産ピークを打ったことは明らかであ

り，その他，英国も１９９９年がピークとなる可

能性が高まっている。ただし，はっきりとし

たベル型をとることはむしろ少ないことがわ

かる。石油生産量は，根本的には埋蔵量によ

り規定されるものの，石油価格の高騰，ある

いは OPEC諸国による輸出の停止といった

事態が生じることで，一時的にではあるが影

響を受けるためである。

以上第Ⅳ節では，世界における石油生産と

その減退に向かう際の傾向，技術進歩が果た

す役割は限定的であること，EORの実施は

コストを増大させることから資金的な制約を

生じさせることをオマーンなどの事例から確

認することができた。第Ⅴ節では，中東諸国

に焦点を絞って，埋蔵量に関する楽観論と悲

観論，それぞれの妥当性の評価も含めながら，

中東における石油生産の将来を検討する。

Ⅴ 中東諸国の石油生産量

１．中東諸国の石油生産の特徴

埋蔵量と生産量の関係について本稿では検

討を重ねてきたが，オマーンをはじめとした

一部の諸国では，今後生産量を増大させるこ

とはなかなか難しくなってきていることが分

かってきた。ただし，OPECとその他の非

OPEC諸国とを比べると，依然として資源保

有量において大きな隔たりがあり，OPEC諸

国が多量の資源を保有していることは確かで

ある。第６図は，OPECと非 OPECの石油

生産政策の差異を示すために，世界の主要石

油生産国の埋蔵量を縦軸にとり，生産量を横

第５図 英国とノルウェーの石油生産量推移

（出所） BP統計より作成。
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軸にとって作成してみたものである。

第６図から OPEC諸国に関して直線近似

すると次の式が得られる。R２は決定係数で

ある。

y＝３１．２０５x－８．２９６７

R２＝０．８９２

次に，非 OPECに関して，直線近似する

と以下の式となる。

y＝７．５６８２x－８．５９３１

R２＝０．８

ここで，yは埋蔵量，xは生産能力である。

xの係数を比べると，OPECは同一の生産能

力に対して，４倍を超える埋蔵量を保有して

いることがわかる。OPECでは１００万バレル

／日の生産を行うときには，平均で２３０億バ

レルの埋蔵量を持つことがわかる。６３年分の

生産を続けられる埋蔵量である（６３年は，２３０

億バレル／［日量１００万バレル×３６５日］より算出）。

一方，非 OPEC諸国では，１００万バレル／

日の生産を行うときには，平均で３３億バレル

の埋蔵量を持つ。平均では９年分しか生産を

継続できないことを意味する（９年は，３３億

バレル／［１００万バレル×３６５日］より算出）。

２．悲観論に基づく中東諸国の石油生産

予測

第６図に示した OPEC諸国が埋蔵量に関

して，非 OPEC諸国と比べると余裕を持っ

た生産を行っていると見られる点は，国（国

営石油会社）による生産と民間企業による生

産との立場の違いとして理解することができ

る。OPECによる大き目の生産能力の維持は，

多大な埋蔵量を保有することでのみ可能とな

第６図 世界の石油埋蔵量と石油生産能力の関係

（出所） OGJおよび International Petroleum Encyclopedia, 2002の埋蔵量データ（２００２年末）および
OGJ, July２８，２００３（Sandrea），p．３３の生産能力データ（２００２年の値）に基づき筆者作成。
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る。本当に多大の追加埋蔵量が中東諸国には

存在するのかを，次に検討してみる。ピーク

生産量を一度超えると，その後は米国の石油

生産が枯渇へ向かった例で見たように，つる

べ落としと言えるような，止めようのない生

産量の減退が待ち受けている。OPEC諸国あ

るいは中東諸国においても，主要な産油国で

は依然として多くの生産可能年数（埋蔵量÷

生産量より算出）を持つものの，一部の国で

は，今後急速に生産量が減退に向かう可能性

が生じている。

第７図は，悲観論の代表者であるキャンベ

ル氏の試算データに基づき，中東湾岸諸国の

石油埋蔵量と累計生産量の推移を作図してあ

る。第７図に示したように，７２００億バレルあ

った残存埋蔵量は，生産が行われるために減

少していき，２０１３年には累計生産量が，残存

埋蔵量を上回ると予測されている。２０５０年で

は，累計生産量は６０００億バレルを超え，一方，

残存埋蔵量は１０００億バレルを若干上回る量に

過ぎなくなると予測されている（Campbell

［1988 : 202］）。

各国の残存埋蔵量と累計生産量が均衡する

年は，サウジアラビアは，中東の平均と同じ

２０１３年と予測することができる。イランは２００７

年，クウェイトは２０１３年，イラクとアブダビ

はともに２０１７年と見積もることができる。

なお，米国はすでに１９７３年に均衡点に達し

ており，ベネズエラは１９９３年，英国は１９９７年，

メキシコは１９９８年，ナイジェリア，アルジェ

リアとノルウェーは１９９９年，ロシアとリビア

は２０００年，中国は２００１年に，それぞれ均衡点

に達したと推計されている（Campbell［1988 :

95］）。追加埋蔵量が十分に得られない場合に

は，残存埋蔵量を累計生産量が上回る時点が，

早期に到来せざるを得ない。

第８図は，中東湾岸諸国の石油生産量の推

移と，キャンベル氏による予測値を示してい

る。中東湾岸諸国の石油生産量に関しても，

２００８年がピークで，３２７５万バレル／日の生産

第７図 中東湾岸諸国の残存埋蔵量と累計生産量の推移と予測

（出所） Campbell［１９８８：２０２］記載のデータより筆者試算により作成。
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を行うことになると予測されている。中東の

主要産油国を含む湾岸諸国でも，早期に，生

産量のピークが訪れるとの予測となっている。

その後は年率２％の後半から，３％の前半の

比率で年々残存埋蔵量が減少し，生産量も２０５０

年では１０００万バレル／日を僅かに超える程度

に止まるとする予測となっている（Campbell

［1988 : 202］）。

以上のような，「悲観論」に対して，未発

見埋蔵量を多く見積もる OECD IEAの「楽

観論」は，世界の石油需要が今後，非 OECD

諸国を中心として拡大するのに合わせて，供

給側の石油生産の増大が要請され，増産が可

能である OPECが中心となって，今後，石

油供給の大幅な増大を行うと予測している。

３．楽観論に基づく中東諸国の石油生産

予測

第１０表に示した石油需要量の予測では，非

OECD諸国の需要量が２０３０年には，OECD

諸国の石油消費量を上回ると予測している。

石油需要の総量は，２０００年の７５００万バレル／

日が，２０１０年には８８８０万バレル／日となり，

２０２０年には１億４００万バレル／日，さらに２０３０

年では１億２０００万バレル／日との予測である。

一方，第１１表で石油供給量について見ると，

OECD諸国の供給量は減少せざるを得ない

と予測されており，この供給減少分をも補っ

た増産の役割が OPECに期待されることに

なる。中東 OPECは，生産量を２０００年の２１００

万バレル／日から，２０１０年には，２６５０万バレ

ル／日へ，さらに２０２０年には３７８０万バレル／

第８図 中東湾岸諸国の石油生産量の推移と予測

（出所） Campbell［１９８８：２０２］より筆者作成。
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日へ増大させ，２０３０年では５１４０万バレル／日

まで生産量を増大させる必要が生じるとして

いる。このように予測するのは，中東 OPEC

が，２０３０年に５０００万バレル／日を超える生産

を行う埋蔵量の裏づけを持つと考えているか

らに他ならない。

以上のように OECD IEAが行っている見

積もりは，従来から，需要量を十分にまかな

うだけの石油埋蔵量が中東に存在しているこ

とを大前提としたシナリオとなっている。埋

蔵量に関する確証が持てたときに初めて，中

東諸国が生産量を増やすことができるだけの

資金の手当てが可能かが，次の大きなテーマ

となる。同時に石油生産設備の新設と増強に

投資するだけの，政治的および社会的な安定

が得られるかも課題となる。

４．悲観論と楽観論の比較検討

キャンベル氏をはじめとする，未発見の石

油埋蔵量は少なく，今後埋蔵量の追加に多く

を期待できない，との悲観論を採用すると，

今後，中東産油国において石油生産量を増や

すことは難しいとの結論に達する。

第１２表は，イランの国営石油会社 NIOC

のバクティアリ（Bakhtiari）氏の論文に記載

された中東諸国の今後の石油生産量の予測で

ある。

中東諸国は，埋蔵量の制約から２０１０年まで

は増産を続けるものの，その後，生産量は激

減し，２０２０年の生産能力は１７４２万バレル／日

に止まるとの予測となっている。埋蔵量に限

第１０表 石油需要量予測
（単位：１００万バレル／日）

２０００ ２０１０ ２０２０ ２０３０

OECD諸国 ４４．８ ４９．６ ５４．０ ５７．６
非 OECD諸国 ２７．１ ３５．９ ４６．４ ５８．３

合計 ７５．０ ８８．８ １０４．０ １２０．０

（出所） OECD IEA, World Energy Outlook, 2002.

第１１表 石油供給量予測
（単位：１００万バレル／日）

２０００ ２０１０ ２０２０ ２０３０

中東 OPEC ２１．０ ２６．５ ３７．８ ５１．４
インドネシア １．４ １．５ １．７ １．７
その他 OPEC ６．３ ７．９ １０．７ １１．８
OECD諸国 ２１．２ １９．８ １６．３ １２．８
非 OECD諸国 ２２．２ ２８．０ ２９．４ ２９．３

合計 ７５．０ ８８．８ １０４．０ １２０．０

中東 OPEC比率（％） ２８ ３０ ３６ ４３
OPEC比率（％） ３８ ４０ ４８ ５４

（出所） OECD IEA, World Energy Outlook, 2002.
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りがあるという資源の存在量からの制約に一

番の主眼を置いた検討であり，生産量が石油

価格に左右される前にそもそも生産できる埋

蔵量が十分あるかを分析している。石油価格

が上昇しても，新規に石油開発が始まり，生

産量が増える可能性は，埋蔵資源量が減り始

めると，急速に後退する。第１２表でいう生産

量は，世界のエネルギー需要は今後も増える

中で，最も石油生産余力を持つはずの中東諸

国においても，生産制約が生じ，生産量の上

限値が存在するという意味では，生産能力を

意味することになる。

石油の埋蔵量は，大型油田の発見が相次ぐ

ことで急増し，埋蔵量が増える過程で生産量

も増やすことができる。しかし，埋蔵量を増

加させることは，油田の維持管理を徹底し二

次・三次回収を行うのみでは，一時的な回復

をもたらすのみに止まる。また，経済的な増

産要因として，石油鉱区の開放の促進，ある

いは税制度での優遇を行うことは，一時的な

生産量の回復をもたらす。このことは，先に

見た，米国，および英国の石油生産の歴史を

見ても明らかであり，一時的な生産量の回復

が達成されることがわかる（第４図および第

５図参照）。ただし，新規の大型油田の発見

が減少し，埋蔵量の追加分が少なくなる時期

には，生産したくてもできないという立場に

産油国は追い込まれることになる。中東の産

油国のうちの一部の国は，２０２０年には，石油

に対する需要はあるにもかかわらず，増産し

たくても増産できず，むしろ生産量がピーク

を過ぎて減退に向かう立場に追い込まれる可

能性が示されている。第１２表では，２０２０年頃

には，イラン，クウェイト，オマーン，カタ

ール，イエメンのように，石油輸出に依存し

た経済を維持できなくなる国が中東に出現す

る可能性が示唆されている。

それでは世界最大の埋蔵量を誇るサウジア

ラビアに関して，楽観論と悲観論による埋蔵

量数値を用いて，今後，残存埋蔵量と累計生

産量が合致する年次（ピークオイルと呼ばれ

る年次）を試算してみる。楽観論として IEA

の数値（第７表），悲観論としてキャンベル

氏の数値（第６表）を採用する。

第１２表 中東諸国の石油生産量の予測（Wocap Model による）
（単位：１，０００バレル／日）

２０００ ２００５ ２０１０ ２０２０

バハレン ３５ ２５ ２０ １０
イラン ３，７７０ ３，２４０ ３，４４０ １，１４０
イラク ２，６２５ ３，４９０ ５，５６０ ５，２５０
クウェイト ２，１５０ ２，１６０ １，８２０ ８７０
オマーン ９６０ ７９０ ５８０ ３４０
カタール ７９５ ６００ ４９０ ３２０
サウジアラビア ９，１４５ ９，２６０ ９，４３０ ８，０００
UAE ２，５１５ ２，５００ ２，２２０ １，１６０
イエメン ４４０ ４０５ ２９０ １４５

中東合計 ２３，０４０ ２２，９５０ ２４，１９０ １７，４２０

（出所） A.M. Samsam Bakhtiari, OGJ, July７,２００３，pp．２０‐２８．
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サウジアラビアが２００３年以降毎年１５００万バ

レル／日の生産を行う場合と，１０００万バレル

／日の生産を行う場合である。その結果を図

示すると第９図となる。

残存埋蔵量と累計生産量が重なり合う部分

が埋蔵量の半分を生産したことになる時点で，

国としての生産もピークを打ち，生産量が減

少せざるを得なくなる可能性が拡大するいわ

ゆる「ピークオイル」の時点である。

楽観論の IEAの数値に依拠しても，サウ

ジアラビアで２００３年以降毎年１５００万バレル／

日の生産を今後続けていくと，２０２６年にはピ

ークオイルに達する。生産量を１０００万バレル

／日に抑制したままであると，２０３８年がピー

クオイルとなる。１２年間の差異が生じること

がわかる。サウジアラビアが今後も石油輸出

量において世界の需給の調整役としてキャス

チングボードを握る可能性が高いだけに，こ

の１２年の差異は今後のエネルギー需給の動向

次第で大きな意味を持つ可能性がある。

悲観論（キャンベル氏）の側に立つと状況

は深刻となる。生産量を１０００万バレル／日に

抑制したままであっても２０２５年にはピークオ

イルに達し，１５００万バレル／日に生産量を増

やすと，２０１７年にはピークオイルに達してし

まう。

楽観論および悲観論ともに未発見量を加え

た数値であるだけに，１５００万バレル／日とい

第９図 サウジアラビアの石油残存埋蔵量と累計生産量の推移予測

（注） 図中の残存埋蔵量は，IEAおよび Campbellともに未発見量を加えた数値。残存埋蔵量は，各年の生産量を差し引い
て算出。したがって，将来時点に関しては，その先々の時点での確認可採埋蔵量を意味する。

（出所） IEAは第７表で記した OECD IEA，World Energy Outlook, 2002より作成。Campbellは第６表で記した Campbell

［２００２］より作成。
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う生産量をサウジアラビアが採用することは

実際には自国の将来の可能性を内外に曝して

しまい，このピークオイルの時期以降に明ら

かとなっていく生産コストの年々の増大傾向

の中で，国の収入の最大化のために苦闘しな

くてはならなくなる状況が予測される。

５．埋蔵量の制約から見た生産量予測

中東各国の今後の生産量の増大は残存量を

減らし，生産可能年数を縮め，累計生産量と

残存可採埋蔵量との合致する生産ピークの時

期（ピークオイルと呼ぶ）を早めることがわ

かった。このように考えると，中東諸国が既

存埋蔵量と未発見量が膨大にあるとの前提に

立って増産計画を作成すると，早期に資源量

がピークを打つ可能性が存在していることが

わかる。中東産油国が今後できるだけ長く産

油国としての地位を確保できるための望まし

い生産量について，その考え方を以下で各国

別に検討してみる。

先に掲げた第１２表において，今後順調に増

産をして生産量を維持できると予測されてい

るのは，イラクのみである。イラクの生産量

は，２００５年の３４９万バレル／日が，２０１０年に

は５５６万バレル／日まで増大し，２０２０年でも

５２５万バレル／日を維持すると予測されてい

る。

なお，イラクの生産量に関しては，２０１０年

で４５０万バレル／日と見積もる機関も存在し

ており（ドイツ銀行発表の試算値，OGJ, July 7,

2003, p.24），今後の政治的・社会的な安定度

次第で，数値は異なってくると考えられる。

このようにイラクのみが中東の中で多量の

未発見量の存在が推定されている。ただし，

サウジアラビアを上回るほどの石油資源が発

見される可能性はないという評価がなされて

いる。

第１２表に示した悲観論では，サウジアラビ

アの石油生産量は当面現状を維持するが，２０２０

年には減少せざるを得ないと見積もられてい

る。実は，悲観論をサポートするサウジアラ

ビアの石油生産に対する懸念が報告されてい

る。サウジアラビアは，石油生産の過半を，

世界最大の油田で可採埋蔵量が７００億バレル

あると見積もられるガワール油田に依存して

いる。この油田の生産量は，１９９２年から１９９９

年の間に掘られた２００本に及ぶ水平掘削井の

成功に依存している（OGJ, July 7, 2003, p.21）。

水押しにより石油生産が維持されているガワ

ール油田は，石油生産における含水率が急上

昇する日が近いとの見方も出されており（OGJ，

同上），その際には，水処理施設のいっそう

の増強が必要であり，そうでないと石油生産

の停滞が生じてしまう。よく知られているよ

うに，ガワール油田は，お皿を伏せたように

中央部が僅かに隆起した広範な広がりをもつ

油田構造を持っており，水平掘りによる生産

井（Horizontal Well）は，水位の上昇により

瞬く間に生産を停止してしまう。サウジの石

油生産能力を今後さらに拡大することは実際

にはなかなか難しく，コストもかかるとの予

測が成り立つ。第９図に示したように，１５００

万バレル／日の生産を継続することは，将来

的なサウジの地位を考えるとピークオイルの

到来を早め，決して得策でない可能性がある。

イランに関しては，第１２表では，２０２０年に

生産能力が１１４万バレル／日に減少するとの

予測が出されている。イラン国営石油会社の

技術者が作成した論文中に記載された数値で
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あるだけに，このイランの急減の発生の可能

性については，今後，十分な検討が必要とな

ると考える。例えば，１９０８年に発見された

Masijid-I-Suleiman油田は老朽化が進んでお

り現在６０００バレル／日の生産量を３万バレル

／日に増大させるべく増進回収法（EOR）の

導入が進められている。その他の老朽化油田

も類似した状況にあり，累計生産量が１２億バ

レルに達した Salman油田は，残存埋蔵量が

４億バレルと見積もられており，既存の８万

５０００バレル／日の生産量を１３万バレル／日ま

で増大させるために，水平掘りの多用，ガス

リフトの実施などの多彩な方式を導入した大

掛かりな増産計画が進行中である（Arab Petro-

leum Research Center［2003］）。このように一

つずつの油田の生産の経緯と今後の計画を見

ていくと，イランにおいて石油生産量を維持

し続けるのみにおいても膨大な資金と準備に

年数を要し，全体としての生産量を増大させ

ることはたいへんな努力が必要となることが

わかる。

クウェイトの今後の石油生産量は，第１２表

では，２０１０年で１８２万バレル／日まで減少し，

さらに，２０２０年には８７万バレル／日まで急減

するとの予測となっている。この予測が当て

はまるとすると，クウェイトは今後の国家運

営において大きな政策選択が必要となること

を意味している。クウェイトは従来金融立国

となるとの立場を採ってきたが，今後はこの

立場をいっそう鮮明に打ち出し，将来的な展

望をもった施策を次々と打ち出していく必要

が生じるのではないだろうか。

ただし一方，クウェイトの生産量に関して

は，２０１０年で２７５万バレル／日に増大すると

予測する機関（ドイツ銀行）がある（OGJ, July

7, 2003, p.24）。今後の，詳細な検討が是非と

も必要となる国である。

UAEの石油生産量は，今後現状程度で推

移するとの予測が欧米の研究機関から多く出

されている。２００５年で２５０万バレル／日，２０１０

年では２２２万バレル／日と現状をほぼ維持す

るとの予測が多い（OGJ, July 7, 2003）。ただ

し第１２表では，２０２０年においては，１１６万バ

レル／日まで減少するとの予測となっている。

カタールに関しては，今後，石油生産量は

減少に向かわざるを得ないとの予測が第１２表

では出されている。

オマーンに関しては，先にも記したように

石油生産量の急減が予測されている。２００５年

の７９万バレル／日が，２０１０年には５８万バレル

／日となり，２０２０年には３４万バレル／日とな

るとの予測である。経済政策において，自国

民の育成と産業の振興が是非とも必要となる

ことを示唆する数値である。

イエメンの石油生産量に関しても，今後，

減少を続けると予測されている。２００５年の４０

万５０００バレル／日が，２０１０年では２９万バレル

／日に減少し，さらに２０２０年では１４万５０００バ

レル／日まで減少すると予測されている。石

油輸出依存の経済体制を，早急に組み換える

必要があることを，この数値は意味している。

以上第１２表で強く示唆されているように，

中東産油国の石油生産の将来を，今後生産を

続けられるだけの十分な埋蔵量が存在するか，

ピークの生産量には国としていつ到達するか

の観点から検討を行い，今後の生産量の展望

を考察した。その結果，２０１０年までは産油国

としての世界における地位を確保できるもの

の，その後は急激に生産量が減少していく中

東の産油国が出現する可能性があることがわ
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かった。石油生産量が２０２０年に向けて急減す

る可能性が言われているのは，イラン，UAE，

クウェイト，オマーン，カタール，イエメン

である。これらの諸国のうち，特にオマーン，

イエメンといった諸国は，将来的には，石油

輸出国ではなく，石油輸入国，あるいはエネ

ルギー輸入国となっていかざるを得ない可能

性が確かに存在している。この点は，第Ⅲ節

１項で述べたオマーンの例からも明らかであ

る。

Ⅵ まとめ――中東産油国の石油依
存と今後の課題

以上見たように，確認可採埋蔵量に未発見

量を加え，その合計を生産量で割った生産可

能年数で見るよりも，油田の性質に依拠した

ピークオイルの考え方を採用し，この到来時

期に注目して今後の中東からの石油生産の最

適量を考えることが必要と考える。各国内の

油田の生産可能量の総計としての各国の生産

量を検討することで，その国のピーク生産量

に達するピークオイルの時期を考えることが

できる。ピークオイルの時期を迎えた後には，

石油生産量の急減の可能性が存在している。

その可能性が存在する国においては，現在石

油輸出により得られている資金を，今から国

内のインフラ整備，人材の育成のために効果

的に使用し，石油輸出量と輸出額の急減に備

える必要が生じる。このように考えると，中

東産油国の政策の望ましい姿，およびこれら

諸国経済の将来のあり方を考える視点はピー

クオイルの時期を過ぎ，その後のポストオイ

ルを考慮に入れたものとならざるを得ない。

中東産油国の石油輸出国としての立場は，

一部の国においてはそもそも埋蔵量が十分で

ない可能性があり，今後２０１０年以降にはその

経済的基盤が揺らいでくる可能性が存在して

いることがわかる。その一方，産油国は，石

油収入に依存する体質を既に経済構造の中に

組み込んでいると言わざるを得ない。例えば，

イランの輸出額の８割は原油および石油関連

製品であり，サウジアラビアでは９割に達し

ており，クウェイトはさらに比率が高い。し

かも産油国は各国とも，石油価格の推移に強

く影響を受けており，毎年の石油価格次第で，

産油国の石油収入額は変動してきており，経

済成長率は容易にプラス・マイナスを繰り返

している。

産油国の今後を考える際に，石油に代わる

輸出可能な商品を産油国が保有できれば，石

油生産のみに依存しない体制を築くことがで

き，石油の増産に振り向ける資金も確保でき

ることになる。そうした石油に代わる役割を，

近年中東からの輸出が増大しているガス輸出

は果たすことができるであろうか。結論を先

に述べると，石油輸出ほどの輸出収入をガス

輸出から得ることはできず，ガス輸出は経済

の一定の下支えの効果しか持たない。

中東諸国にはガスを LNG（液化ガス）とし

て輸出を行っている国がある。それら LNG

輸出国はカタール，UAEおよびオマーンで

あるが，これら諸国のうち，２００２年でカター

ルが２７億ドル（注６），UAEが１０億ドル程度（注７）

の売上高を LNG輸出により達成したと見積

もることができる。日本側の貿易統計（通関

ベース）によると，UAEからのガスおよび

ガス状炭化水素の輸入額は２０億ドルを前後す

る数字で推移しており，LNGに LPGを加え
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た値で見ても，UAEからのガス関連製品の

輸入額は，およそ石油の５分の１程度となっ

ている（２００１年および２００２年の財務省「貿易統

計」の数値より算出）。一方カタールの石油輸

出額は２００２年で７１億ドルであり，UAEの石

油輸出額は１８７億ドルである。石油輸出額と

比べると，LNG輸出の貢献度は小さいこと

がわかる。このように，まず石油輸出量を確

保することが，石油輸出に依存する経済構造

が出来上がってしまっている産油国経済を破

綻させないためには是非とも必要であること

がわかる。

今まで行ってきた検討内容から見て，悲観

論に立ったとしても，中東産油国はいずれも

少なくとも２０１０年までは産油国としてのプレ

ゼンスを維持することができ，世界のエネル

ギー供給者としての大きな役割を担うことが

できると考えられる。しかし，２０１０年を過ぎ

ると，この立場から脱落していく中東諸国が

出現せざるを得ないことが予測される。埋蔵

量の制約が存在するために，不可避的に，一

部の国は石油輸出国としての立場から脱落し

てしまう可能性が高いからである。

しかも，現在，非在来型と呼ばれるオイル

サンド，オイルシェール，オリノコタールと

呼ばれる原油の代替となる資源の生産コスト

が大幅に低下してきており，中東に多く存在

する在来型の原油との競合が今後生じると考

えられるようになってきている。

在来型と呼ばれる原油は，中東に最も多く

存在しているが，第１３表に示すように，非在

来型と呼ばれるオイルサンド，および，オイ

ルシェールといった原油の代替資源は，カナ

ダ，米国，ベネズエラといった，中東以外の

諸国に多く存在している。

BP統計によると，原油の確認可採埋蔵量

（２０００年末）は１兆４６４億バレルであり，２０００

年の世界の年間石油消費量である２７２億バレ

ルで除すと，３８年分の生産可能な埋蔵量が確

認されていることになる。

一方，非在来型の石油資源の確認可採埋蔵

量は次第に増大しており，オイルサンドが３４００

億バレル，オイルシェールが９８０億バレル，

オリノコタールが２７００億バレルに達している。

しかも，潜在的な開発の可能性を持つ資源量

（究極資源量）は，第１３表に示すように膨大で

あり，中東の原油への依存が，埋蔵量の制約

から続かなくなるときには，これら非在来型

資源への依存度が高まる時期が２０１０年以降に

出現すると考えられる。

以上の状況から判断すると，中東産油国は，

今後２０１０年を目処として国内の構造改革を進

第１３表 世界の原油および非在来型石油資源の埋蔵量
（単位：億バレル）

確認可採埋蔵量 究極資源量 主要埋蔵地域

原油 １０，４６４ ２０，７００ 中東など OPEC

オイルサンド ３，４００ １６，０００ カナダ
オイルシェール ９８０ ３６，０００ 米国
オリノコタール ２，７００ １２，０００ ベネズエラ

（注） データは２０００年現在，あるいは最も新しい推定に基づく数値。
（出所） World Energy Congress資料，石油鉱業連盟資料ほかより作成。
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める必要が生じていることは明白である。し

かも，これら諸国にとっては，国の基盤を固

める最後の機会である可能性が高いことがわ

かる。残された時間は多くなく，人口の増加

率も多くの国で３％前後に達している中で，

何らかの構造改革を進めることは難題である

ことは確かであるが，２０１０年までの時期を逃

すと，その先は，収入が減少するとともに，

国内の基盤となる産業が育っていないまま，

また，人材の育成も進まないままに，財政逼

迫という事態を迎えざるを得ない状況が一部

諸国において出現すると予想される。また，

ガスの輸出により石油輸出の不足分の金額を

補うことはガスの輸出量から見ても難しく，

コストがかかるとともに，仕向地が限定され

るという制約も存在する。このため産油国経

済は，今後も基本的には石油輸出に依存する

度合いが高いまま推移せざるを得ず，石油輸

出量の減少が生じた場合には，これら産油国

の経済に大きな影響が及ぶことになる。この

ような予想が現実のものとなり，石油輸出国

からの離脱と石油輸出に依存したままの経済

が成り立たなくなる可能性が高い諸国におい

ては，早期に経済構造の改革，石油依存脱却

のための政府戦略の立案と実施が必要となる。

現在得られている石油収入に目を奪われるこ

となく，国作りと国民の能力向上のため，有

益な分野への選択的な資金の投下をしていく

ことが必要となっていると考えられる。個々

の油田の生産可能量の集合としての各国の石

油生産の上限値が決まるという基本的な知識

を持ったうえで，産油国の今後の政策のあり

方，最適なエネルギー選択についての議論を，

産油国および消費国がともに深化させていく

必要が生じている。

（注１） 石油埋蔵量は以下のように定義される。究

極埋蔵量のうちの可採部分をどこまで回収可能か，

確認部分は当然生産の対象となるが，推定および

予想の部分は，生産を行う中で石油の地中での挙

動を見つつ推定されている。また，期待追加の部

分からの生産をどの程度実際に加えることができ

るかは，油田の構造と性質に依存して決まってく

る。

本稿では，究極可採量のうち，累積生産量を除

いた今後生産できると見込まれる可採量を考察の

主たる対象とし，中東諸国の石油生産の将来の可

能性を検討する。

増進回収法（Enhanced Oil Recovery : EOR）の

手法を用いることで埋蔵量に追加増量が生じるの

は次ページの図中で期待追加と記載してある矢印

から右側の，累積生産量，確認，推定，予想の各

部分に含まれる横長の部分である。

（注２） オマーンが減産を実施したのは，一時的に

OPECに協調した石油価格の建て直しのためであ

った。この協調減産実施の宣言は，１９９９年３月２３

日の第１０７回 OPEC総会の決議に協調して行われ

た。OPECは１７１万６０００バレルの減産を実施し，こ

れに対してメキシコ，ノルウェー，ロシアととも

にオマーンは，４カ国合計で３８万８０００バレル／日

の減産を，１９９９年４月１日から実施すると表明し，

減産を実際に行った。

（注３） 世界の油田の埋蔵量は３４ページの表に示す

ように，究極埋蔵量の順に世界の大油田を並べる

と，上位を占める油田は中東諸国に最も多いもの

の，旧ソ連，ベネズエラ，米国，インドネシア，

アルジェリアなどの油田も上位に位置している。

これら諸国のうち，OPECに属さない諸国の油田

では，生産に携わる民間企業が各々生産量を決定

しており，油田から得られる利益の最大化を目指

して生産量を増大させる場合がほとんどである。

このため，究極可採埋蔵量が上位にある米国の油

田で生じたように，早期に生産量の減退を生じさ

せた場合が多くなっている。個々の油田を見た場

合に，生産量の減退，油田の老朽化，埋蔵量の枯

渇は，いずれの油田においても必ず生じる現象で

ある。

（注４） まれに，「北海油田や米国の油田は，もとも
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と埋蔵量が少なくて，枯渇が早いといわれてきた

ものである」との主張がなされることがあるが，

この見解を採用することはできない。

そもそも次ページの表に記載したように，米国

の Prudhoe Bay，East Texas，Wilmington，ノル

ウェーの Statfjord，英国の Brent，Fortiesなどは

いずれも十分巨大な油田である。これらの油田の

うち，最も小さいフォーティーズ油田は１８億バレ

ルの埋蔵量があり，プルドーベイ油田は世界１７位

で９６億バレルの埋蔵量（究極可採量）がある。中

東の油田のみが埋蔵量が多いのではなく，他の諸

国においても年々の生産量の多寡に依存して累積

生産量が積み上がり，残存可採埋蔵量が減少して

いっている点は同じである。石油需要量の多い米

国では巨大油田が発見されても，発見された当初

からできるだけ多量の生産を実施してきたために

油田の枯渇が現在は進んでしまった状況が多くの

油田で生じているのであり，中東諸国と，その他

欧米などの諸国の油田とでは，発見年がそれほど

異ならなくても，生産年数に比して，非中東諸国

の方が油田の枯渇が早期に進んできたという差異

が生じている。

また，世界最大のガワール油田の生産設備は，

大きく三つの油田に分けた生産を実施するよう設

置されており，三つの油田の集合体として生産が

行われている。生産の累積により可採埋蔵量が減

少してきている点は，他の油田と同様であり，枯

渇性資源である油田は，生産減退をいずれは迎え

ざるを得ないことも他の油田と差異はない。中東

の油田のみが特別の地位にあるわけではなく，む

しろ大規模油田が多い分，中東の大産油国では小

規模な油田が少ない傾向がある。

（注５） まれに，「北海や米国での生産推移を中東の

油田にも当てはめるのであれば，少なくともその

根拠を示す必要がある」との主張がなされること

があるが，油田の枯渇は生産の進行とともに必然

的に生じる過程であり，中東の油田のみが特別の

存在となっていることは有り得ない。

そもそも油田の構造は，生成された石油が貯留

岩中に集積し，さらに貯留されるトラップと呼ば

れる構造の存在により決定されており，この基本

的な構造は世界中で共通であり，地質学的に中東

の石油のみが特殊な生成条件にあるわけではない。

石油の生産性は，貯留岩の孔隙率と浸透率に大き

く依存しており，さらに水押し型，ガスキャップ

押し型，溶解ガス押し型などの油層の型に依存し

原油埋蔵量の概念図

（出所） 日石三菱株式会社［２０００］および猪間［１９８５］を参考に作成。
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て生産可能量が決まってくる。生産設備，生産井

数とその配置も，このような地下の条件に従って

最適化が図られる。しかも，石油開発産業は，世

界標準の技術を用いて成り立っており，グローバ

ル化が，業務の国際化が最も早く進んできた産業

である。欧米オイルメジャー（エクソンモービル，

シェル，BPなどの大規模石油企業）は，世界各地

で石油開発・生産・精製・販売を行っており，世

界各地の情報を集めている。特に技術面では，本

社に世界のあらゆる場所における同様の問題（地

世界の大油田（１５億バレル以上の究極可採埋蔵量を持つ油田）
（単位：１００万バレル）

順位 油田名 国 発見年 究極可採量 順位 油田名 国 発見年 究極可採量

１ Ghawar サウジアラビア １９４８ ７６，４３２ ４１ Statfjord ノルウェー １９４８ ３，９００
２ Burgan クウェイト １９３８ ６６，０００ ４２ Pazanan イラン １９６１ ３，５２１
３ Kirkuk イラク １９２７ １６，３２０ ４３ Wafra 中立地帯 １９５３ ３，５０４
４ Safaniah サウジアラビア １９５１ １５，４４２ ４４ Paris イラン １９６４ ３，１３４
５ Khafji 中立地帯 １９６１ １５，４２２ ４５ Gialo リビア １９６１ ３，１０９
６ Samotlorskoye 旧ソ連 １９６５ １４，６００ ４６ Poza Rica メキシコ １９３０ ３，００９
７ Romashkino 旧ソ連 １９４８ １４，０００ ４７ Novo Elkhovskoye 旧ソ連 １９５１ ３，０００
８ Rumaila イラク １９５３ １３，８３５ ４８ 勝利 中国 １９６２ ３，０００
９ Abqaiq サウジアラビア １９４０ １２，４７８ ４９ 大港 中国 １９６４ ３，０００
１０ Gach Saran イラン １９３７ １１，４３５ ５０ Maigobek Voznesensko Aliyurt旧ソ連 １９１５ ２，９７０
１１ Marun イラン １９６３ １０，８８７ ５１ Dukan カタール １９４０ ２，８８４
１２ Lagnillas ベネズエラ １９２６ １０，４８８ ５２ Masjid e Suleiman イラン １９０８ ２，８７０
１３ Agha Jari イラン １９３６ １０，０４４ ５３ Ust Balyk 旧ソ連 １９６１ ２，８４７
１４ Salym 旧ソ連 １９６３ １０，０００ ５４ Haft Kel イラン １９２７ ２，６３２
１５ Fereidoon-Marjan イラン－サウジ １９６６ １０，０００ ５５ Rag e Safid イラン １９６４ ２，５９５
１６ 大慶 中国 １９５９ １０，０００ ５６ Khursaniyah サウジアラビア １９５６ ２，５４２
１７ Prudhoe Bay 米国 １９６８ ９，６０９ ５７ Bu Hassa アブダビ １９６２ ２，５１６
１８ Ahwaz イラン １９５８ ９，１３０ ５８ Amal エジプト １９６８ ２，５００
１９ Qatif サウジアラビア １９４５ ９，０７５ ５９ Balakhany Sabunchi Ramany旧ソ連 １８９６ ２，４００
２０ Bibi Hakimeh イラン １９６１ ８，５８５ ６０ Wilmington 米国 １９３２ ２，３７９
２１ Sarir リビア １９６１ ８，３３４ ６１ Tuymazy 旧ソ連 １９３７ ２，３００
２２ Raudhatain クウェイト １９５５ ７，７００ ６２ Brent 英国 １９７１ ２，２５０
２３ Minas インドネシア １９４４ ７，２９７ ６３ Umm Shaif アブダビ １９５８ ２，２４９
２４ Bachaqero ベネズエラ １９３０ ６，６３７ ６４ Zelten リビア １９５９ ２，２００
２５ Abu Safah サウジアラビア １９６３ ６，６１９ ６５ Idd El Shargi カタール １９６０ ２，１１８
２６ Khurais サウジアラビア １９５７ ６，４００ ６６ Duri インドネシア １９４１ ２，０２０
２７ Berri サウジアラビア １９６４ ６，０８６ ６７ Zakum アブダビ １９６４ ２，０００
２８ East Texas 米国 １９３０ ６，０００ ６８ Comodoro Rivadaviaアルゼンチン １９０７ ２，０００
２９ Refomap-Chiapas-Tabascoメキシコ １９７４ ５，８００ ６９ Mansuri イラン １９６３ ２，０００
３０ Hassi Messaud S. アルジェリア １９５６ ５，７５４ ７０ Minagish クウェイト １９５９ ２，０００
３１ Hassi Messaud N. アルジェリア １９５６ ５，６３８ ７１ Gibson 米国 １９３７ ２，０００
３２ Damman サウジアラビア １９３８ ５，３２２ ７２ Bibi Eybat 旧ソ連 １８７１ ２，０００
３３ Uzen 旧ソ連 １９６１ ５，２５５ ７３ Murban Bab アブダビ １９５４ １，９７４
３４ Arian 旧ソ連 １９５５ ４，５８５ ７４ Forties 英国 １９７０ １，８００
３５ Tia Juana ベネズエラ １９２８ ４，４９５ ７５ Pembina カナダ １９５３ １，７８５
３６ Zubair イラク １９４８ ４，３４２ ７６ Mamontovo 旧ソ連 １９６５ １，７５２
３７ Amal リビア １９５９ ４，２３７ ７７ Midway Sunset 米国 １８９４ １，６４５
３８ Nasser リビア １９５９ ４，１６５ ７８ Shakapovo 旧ソ連 １９５３ １，６４０
３９ Lama ベネズエラ １９５７ ４，１４３ ７９ La Paz ベネズエラ １９２５ １，６３７
４０ Sabriyah クウェイト １９５７ ４，０００ ８０ Intisar“A" リビア １９６７ １，６３４

（出所） 猪間［１９８５：１８６］より。
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質調査，物理探査，データ解析，油層トラップ，

掘削，坑井調査，泥水処理など）をウオッチする

個別分野の専門技術者を配置する体制を築いてい

る。何か解決すべき問題が発生したときには，そ

の担当する分野ごとの専門家が世界のどこにでも

駆けつける体制を作っている。途上国の国営石油

会社は，このように個別の問題に対して世界での

あらゆる場所での出来事をフォローしており，対

処法も知っている専門家が欧米のオイルメジャー

から駆けつけて，対応してくれることを大変高く

評価している。

北海や米国での生産推移を中東の油田にも当て

はめて検討することこそが必要であることを理解

しないでは，石油生産の将来を語ることはできな

い。この点は，欧米のオイルメジャーがどのよう

な組織を持ち，体制を築いているかを見ることで

もわかる。

（注６） カタールの輸出先は，量の多い順で見て，

日本，韓国，スペイン，米国，プエルトリコであ

り，合計１８５億９０００万m３（LNG１３５７万トン）。LNG

価格は日本向けが１００万 BTU当たり４．２７ドル，EU

向けが１００万 BTU当たり３．４７ドルである（BP統

計，２００２年による）。

（注７） UAEの輸出先は，日本，スペイン，韓国，

ベルギーの順で合計６８億５０００万m３（LNG５００万ト

ン）である（２００２年）。
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